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【形状・構造及び原理等】
種類：２種類

IMZ インプラント除去用ドリル D3.3
IMZ インプラント除去用ドリル D4

材質：ステンレス鋼

【使用目的又は効果】
手動式又は動力式のハンドピースに接続し、特定の作業、穿孔、切断・切
削等を行うために用いる器具である。本品は再使用可能である。

［使用目的］
埋入後にインプラントを除去する場合に用いる器具で、周囲の骨ごとに穿
孔してインプラントを除去するのに使用する。

【使用方法等】
除去対象のインプラントに合致する当該ドリルにて植立されたインプラン
トを包み込むように周囲の骨を穿孔、除去する。
このとき、500rpm 以下の回転速度で操作すること。

［使用方法等に関連する使用上の注意］
１．使用にあたっては、滅菌済みのゴム製手袋を使用し、清潔域で取り扱

うこと。
２．使用後の手術用器具の取り扱いについて

血液、組織などの凝固付着物が残留すると腐食を誘発するため、使用
後直ちに洗浄・消毒すること。

（１）消毒液中に、使用したすべてのインスツルメントをいれること。
分解可能なインスツルメントはすべて分解すること。消毒液の濃
度と浸漬時間は、消毒液の説明書に従うこと。

（２）すべてのパーツをナイロン製のブラシを使用し、流水下で完全に
洗浄すること。また、ブラシの届きにくい細部まで、強いエアー
を使用して完全に吹き飛ばし、付着物を取り除くこと。

（３）すべてのパーツを目視によりチェックし、正常な機能を有してい
るか確認すること。また、必要であれば追加洗浄を行うこと。

（４）オートクレーブ滅菌
汚染されていない蒸気を使用し、132℃７分以上または 121℃
20 分以上の高圧蒸気滅菌を確実に行うこと。化学製品、金属片
などで汚染された蒸気は腐食の原因となるので、オートクレーブ
に使用する水には、注意すること。

【使用上の注意】
［重要な基本的注意］
１）本品は未滅菌のため、使用前に必ず滅菌を行うこと。
２）本品は、指定使用回転数（500rpm）を超えて使用すると、破損して

ケガをする恐れがあるので、指定使用回転数を厳守すること。また、
必ず注水下で使用すること。

３）本品は、ハンドピースメーカーの指示に従って、シャンクを確実に奥
まで挿入し、半チャックでないことを確認すること。

４）本品は、使用前に口腔外で予備回転を行い、芯振れがないことを確認
すること。

５）本品は、無理な角度、過度の加圧での使用により折れ曲がることがあ
るので、取り扱いに注意すること。

６）本品を使用する際には、目の損傷を防ぐために、保護めがねなどを使
用すること。

７）劣化したドリルは、切削効率の低下と骨組織の損傷を引き起こす原因
になるので、鋭利なものを使用すること。

８）本品の使用後は、付着している血液、組織などが乾燥しないよう、直
ちに洗浄液などに浸漬すること。

【保管方法及び有効期間等】
［保管方法］
１．本品は、汚染又は腐食したインスツルメントと一緒に保管しないこと。
２．本品は、乾燥した収納ボックスで保管すること。
３．本品は、歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理するこ

と。

【保守・点検に係る事項】
１）本品の使用後は、できるだけ早く血液、組織などの異物を除去し、院

内感染防止のために洗浄・消毒すること。
２）汚染除去に用いる洗剤は、洗浄方法に適したものを選択し、適正な濃

度で使用すること。また、洗剤の説明書に従うこと。
３）洗剤の残留がないよう十分にすすぎをすること。仕上げすすぎには、

精製水や注射用水など品質の特定できる水を使用すること。
４）洗浄後は、腐食防止のために、直ちに乾燥させること。
５）使用（滅菌）前に汚れ、傷、曲がり、可動部の動きなどに異常がない

か点検を行うこと。
６）点検後、高圧蒸気滅菌（オートクレーブ）を行うこと。
７）強アルカリ、強酸性の洗浄液や消毒液は、本品を腐食させる恐れがあ

るので、使用を避けること。
また、金属たわし、クレンザーなどは、本品の表面が損傷するので、
使用しないこと。
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製造業者：
Sirona Dental Systems GmbH（ドイツ）
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